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Vol.11 　10/24,25 2 日間に渡って富谷宿観光交流ステーショ
ン・とみやどと旧脇本陣の氣仙屋を会場として行われた
「富谷茶と宿場町を楽しむ会」。同時開催イベントとして
富谷塾生が「とみやっこマルシェ」を主催しました。
TOMI＋の 1階を会場として、サンキャッチャー作り、
つまみ細工、ボタニーペインティングなどのワーク
ショップのブースが並び、親子連れの方やご年配の方な
ど多くの方にお越しいただき、手作業を通してゆったり
とした時間を楽しんでもらいました。来春、富谷宿観光
交流ステーション・とみやどがオープンしたら、規模は
小さくても、毎週末 TOMI＋でこのような機会を作れた
らと富谷塾生のみなさんとお話していました。

◆とみやっこマルシェ◆

◆お金にまつわる対話会◆

　この日は仙台青陵中等教育学校の放送部の学生のお二
人と、放送部担任の先生が富谷塾のインタビューに来ら
れました。地域活性化のことをビデオ動画にしたくて、
近年人口が増えて活性化している富谷市のことを調べて
いたら、富谷塾のことを知り、ぜひ取材したいと思った
そうです。この日はコンシェルジュへのインタビュー動
画の撮影をしていました。緊張して肩の力が入ってし
まっていた高校生も、スコーンを食べて笑顔を見せてく
れました。賑やかな TOMI＋の日常が伝わったらうれし
いです。

　子育て世帯が多い富谷市で教育資金のことは
多くの人が関心を寄せることではないかと思い
ます。小学校から大学まで、公立か私立か、自
宅から通うのか一人暮らしするのか、各条件で
の費用を明確にしてもらい、参加者それぞれが
かかる費用を試算してみました。総額を知って
びっくりしましたが、富谷市で用意してくれて
いる支援制度などを学んだり、資金形成の方法
を学ぶことで、ひとつひとつ不安を潰していき
ました。教育資金に関して事前に知っておくこ
とで、適切に準備をすることができます。参加
者にとって、とても有意義な時間になりました。

「富谷茶と宿場町を楽しむ会」と同時開催

教育資金編


